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江府町の人口

（4日30日現在）

世帯数1225世帯
人　口　4771人
前月比－1
（男）　2300
（女）　餌71

出　生　　　4

（男）　　3
（女）　　1

転　入　14
（男）　　5
（女）　　9

転　出　15
（男）　　　5
（女）　10

死　亡　　　4

（男），　　2
（女）　　　2
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カスミ草栽培に挑戦
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▲カスミ草の定植（仲田さんのハウスで）

御
机
地
区
で
は
、
今
年
か
ら
県
の
集
落
営
農

活
性
化
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
私
と
仲
田

千
席
さ
ん
、
川
上
焉
延
さ
ん
の
三
戸
は
、
カ
ス

ミ
草
栽
培
に
取
組
み
ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
と
今
年
の
三
月
の
二
回
に
わ

た
っ
て
私
は
町
の
産
業
育
成
支
援
事
業
の
実
地

研
修
で
花
作
り
を
選
び
ま
し
た
の
で
、
香
川
県

へ
カ
ス
ミ
草
栽
培
の
実
際
を
学
び
に
行
き
ま
し

た
。気

候
、
条
件
は
ち
が
い
ま
す
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
農
家
に
相
談
し
た
り
、
日
野
の
普
及
所

の
方
の
指
導
で
苗
の
定
植
を
終
え
た
の
が
五
月

下
旬
で
す
。

面
積
は
三
戸
で
六
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
で
す
が
、

こ
の
苗
が
丈
夫
に
育
ち
、
九
月
に
は
白
い
小
さ

を
花
が
ハ
ウ
ス
一
面
に
咲
き
ま
す
よ
う
祈
る
よ

う
意
気
持
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
が
、
大
根
‥
ネ
ギ
な

ど
に
つ
ぐ
特
産
品
と
し
て
面
積
も
増
や
せ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
御
机
　
川
上
　
円
佳
）
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▲行政方針説明を行う井上町長◇

昭
和
六
十
三
年
度
予
算
が
、
三
月
町
議
会
定
例
会
で
原
　
◇

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
予
算
は
、
本
町
　
◇

◇
　
の
今
年
度
の
経
済
や
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
見
　
◇

◇
　
積
り
と
な
る
も
の
で
す
。
以
下
は
、
定
例
会
の
初
日
　
◇

◇
　
井
上
町
長
の
述
べ
た
新
年
度
予
算
案
の
提
案
理
由
と
　
◇

◇
　
行
政
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

財

源

存

祉の充実をめざして

20億6，500万円

昭
和
六
十
三
年
度
予
算
案
を
本
議

会
に
提
出
す
る
に
当
り
ま
し
て
、
提

案
理
由
並
び
に
行
財
政
に
対
す
る
所

信
を
申
し
述
べ
ご
承
認
を
こ
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

政
府
は
、
本
年
度
予
算
編
成
に
対

し
、
地
方
団
体
に
あ
っ
て
も
、
累
積

す
る
借
入
残
高
を
抱
え
る
な
ど
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
早
急
に
財
政
構
造

の
健
全
化
に
格
段
の
努
力
を
傾
注
す

べ
き
で
あ
る
と
し
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
行
政
機
構
の
合
理
化
、
定
員

管
理
、
行
財
政
の
簡
素
効
率
化
、
経

常
費
の
節
減
合
理
化
を
進
め
、
財
源

の
効
率
的
配
分
、
節
度
あ
る
財
政
運

営
な
ど
健
全
財
政
と
行
政
振
興
を
強

く
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
財
政

の
改
善
と
健
全
化
に
つ
き
ま
し
て
通

年
努
力
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
一
層
充
実
を
期
し
て
参

り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
予
算
の
編
成
に
当
り
ま
し

て
、
極
力
経
費
の
縮
減
と
財
源
の
有

効
配
分
を
勘
案
し
を
が
ら
、
し
か
も
、

農
林
・
商
工
振
興
対
策
、
民
生
福
祉

対
策
、
教
育
・
体
育
・
文
化
対
策
、

衛
生
対
策
、
土
木
対
策
、
地
域
開
発
対

策
、
観
光
対
策
、
ま
た
、
電
源
地
域

産
業
育
成
対
策
、
住
宅
同
地
対
策
、

泉
源
開
発
な
ど
を
始
め
、
総
合
町
政

進
展
の
た
め
の
施
策
の
推
進
を
期
し

二
〇
億
六
、
五
〇
〇
万
円
の
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

●
歳
　
入

歳
入
総
額二

〇
億
六
、
五
〇
〇
万
円

町
税
総
額二

〇
億
六
、
五
〇
〇
万
円

内
訳

141，436千円　6．9％

農林水確実費

426．947千PJ

歳出　歳出
性質別

2，065，000千円

議会費62．409千円3．0％
商工費56．619千円2．％

衛生費98，253千円4．8％

消防費54．893千日2．7％

その他50．928千FrJ2．5％

財
源

軽同　町

自　走

動　資　民

車　種

税税税

金
柑
（
千
円
）

九
二
、
七
三

一
、
三
九
、
仝
〇

六
、
空
三

九
⊂＝〉　⊂＝）七

プて　－　三三

維　持
投資及出資
扶　的

付
立
越
備

貸
槙
梯
子

、⑳

的
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住民福
予算一般会計

た

ば

こ

消

費

税

電

　

　

気

　

　

税

木
　
材
　
引
　
取
　
税

特
別
土
地
保
有
税

国
有
提
供
施
設
交
付
金

国
　
庫
　
支
　
出
　
円

県

　

支

　

出

　

金

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

四　四
九　六

四　六　⊂⊃　五
五　三三　⊂＝〉　四
⊂：⊃　′ヽ　九　ノ■ヽ

⑳

ノ‾ヽ・一・・一

⊂＝）⊂＝〉　四　⊂＝）

・－・・．・．・．・．・．・．－　′ヽ　二二．

公　同

有和

林事

野　業

債　債

ナし　ノL

j∃呂

ノ■■ヽ　ノ1ヽ

地
方
交
付
税

一

億

円

構
成
比
　
四
・
九
㍍

地
方
譲
与
税

一
、
五
〇
〇
万
円

内
訳

そ
の
他
の
歳
入

二
億
三
、
二
二
万
三
千
円

内
訳

分
担
金
負
粗
金

使
用
料
及
手
数
料

財

　

産

　

収

　

入

自
動
車
重
量
譲
与
税

地
方
道
路
譲
与
税

食
御
八
千
円
）

九
、
0
0
〇

六、000

構
成
智
（
％
）

六
？
〇

四
？
ロ

国
及
び
県
支
出
金

三
億
二
　
〓
八
四
万
五
千
円

内
訳

寄

　

　

附

繰

　

　

入

繰

　

　

越

“

石

目

　

　

　

　

V

人

、

。

n

 

H

【

入金金金

金
神
へ
千
円
）

五
九
、
至
四

九
、
二
二
六

二
七
、
宝
四岩

一
四
、
一
〇
八

八
〇
、
五
〇
八

四
二
、
写
二

構
成
比
（
％
〉

－　四　五

九　⊂＝〉　五

自
動
車
取
得
税
交
付
金

利
子
割
交
付
金

金
群
（
千
円
）

三、00〇

二
、
O
D
O

構
成
背
へ
％
）

四・二
〇・六

地
方
債一

億
四
、
〇
一
〇
万
円

過
　
疎
　
偵
一
郎
が

構
成
比
へ
％
）

七
四
・
四

特別会計予算
（千円）

国民健康保険　　　　歳入303，132

歳出303，132

老　人保　健　　　　歳入455，960

歳出455，960

簡易水道事業　　　　歳入　20，540

歳出　20，540

老人居室整備資金貸付事業

歳入　7，702

歳出・7，702

障害者住宅整備資金貸付事業

歳入　5，097

歳出　5，097

住宅新築資金等貸付事業

歳入　9，974

歳出　9，974

江尾財産区　　　　歳入　　900

歳出　　　900

神奈川財産区　　　　歳入　3，700

歳出　3，700

米沢財産区　　　　歳入　6，772

歳出　6，772

奥大山国民宿舎山荘甘酒茶屋

歳入153，320

歳出153，320

索　道事　業　　　歳入　53，155

歳出　53，155

今
や
国
も
地
方
団
体
も
財
政
の
健

全
化
の
命
題
は
至
上
命
題
と
を
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
時
横
に
当
り
ま
し
て
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
は
地
方
税
法
に
基
づ

く
自
主
財
源
基
盤
の
抜
本
的
充
実
を

期
す
る
を
得
ま
し
た
が
、
本
町
に
お

け
る
本
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
は

一
、
二
一
七
、
0
0
0
千
円
が
棟
算

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
見
合
う
自
主
財
源
た
る
本
町
の

本
年
度
町
税
の
見
込
総
額
は
一
、
二

六
五
、
二
二
千
円
が
計
上
さ
れ
る

と
い
う
自
主
財
源
の
確
立
は
、
本
町

の
財
政
上
に
お
い
て
歴
史
上
の
事
実

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
本
町

の
財
政
健
全
化
の
悲
願
と
命
題
に
そ

う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
誠
に
感
謝
に

耐
え
を
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
も
と
よ
り
中
国
電
力
の

俣
野
川
揚
水
発
電
所
の
建
設
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
四
十
七

年
以
来
十
七
年
来
地
元
集
約
を
図
り
、

巨
大
な
る
大
発
電
所
の
建
設
を
成
し

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
中
国
電
力
ご
当
局

の
英
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
と

共
に
、
地
元
の
地
権
物
権
を
提
供
し

終
始
協
力
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
関
係

集
落
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
ま
た
、
全

町
の
集
落
挙
げ
て
の
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
重
ね

て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

税
収
系
数
を
更
に
分
析
い
た
し
ま

す
と
、
本
年
度
の
本
町
の
固
定
資
産

税
の
総
額
は
一
、
二
二
九
、
八
七
〇

千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
内
、
中
国
電
力
に
係
る
固
定
資

産
税
の
額
は
、
二
〇
六
七
、
八
二

八
千
円
と
在
り
ま
す
の
で
、
本
町
固

定
資
産
税
全
体
の
九
三
・
七
琵
を
占

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
本
町
の

町
税
全
体
の
八
四
・
四
㍍
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
指
数
は
、
連
年
さ
少
の
移
動

は
あ
る
も
の
の
、
町
の
財
政
構
造
の

上
に
お
い
て
抜
本
的
に
堅
固
な
基
盤

を
確
保
し
得
ま
し
た
の
で
、
今
後
ゆ

る
む
事
を
く
財
政
の
健
全
化
を
守
り
、

近
代
社
会
の
進
展
に
伴
う
行
財
政
需

要
の
増
進
に
応
え
る
財
政
基
盤
の
充

実
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
、
行
政
各

般
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
充
実
を
期

し
た
く
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。な

お
、
本
年
度
予
算
編
成
に
当
り

ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
国
会
に
お
い

て
税
制
改
革
の
審
議
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
の
地
方
財

政
計
画
も
こ
れ
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

地
方
団
体
も
こ
れ
に
作
用
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
し
か
し
現
段
階

に
お
け
る
国
の
地
方
行
財
政
方
針
に

準
拠
し
て
予
算
を
編
成
い
た
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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●
歳
　
出三

億
五
、
八
四
五
万
八
千
円

臣童
7町府江第216号

一
般
管
理
費

一
億
六
、
七
八
一
万
二
千
円

職
員
の
給
与
是
正
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
来
、
国
の
給
与
体
系
の
改
革

に
準
じ
職
務
給
与
の
体
系
に
基
づ
く

八
級
制
を
適
用
し
、
適
合
是
正
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

を
お
、
昨
年
度
設
置
し
ま
し
た
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
諮
問
機
関
と

し
て
の
機
能
と
住
民
参
加
の
自
治
行

政
の
機
能
を
生
か
し
、
議
会
と
連
携

し
っ
つ
行
財
政
の
見
直
し
を
行
い
、

行
財
政
の
活
力
あ
る
振
興
を
図
り
た

く
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

情
報
を

正
確
に
通
報

文
書
広
報
費六

一
九
万
八
千
円

情
報
の
正
確
な
通
報
に
努
め
、
町

報
、
週
報
の
持
つ
機
能
の
特
性
の
研

究
発
掘
、
住
民
の
意
向
吸
収
、
更
に

潜
在
住
民
的
町
外
居
住
者
へ
の
町
報

送
達
協
議
な
ど
進
め
て
参
り
ま
す
。

▲区長会で行われる集落経営
基金の交付

集
落
経
営
の
安
定
に
資
す
る

企
画
貿

八
一
七
万
七
千
円

俣
野
川
発
電
ダ
ム
湖
周
辺
の
公
園

化
と
、
園
地
施
設
、
休
憩
所
、
売
店
、

構
想
の
研
究
、
記
念
碑
建
立
（
中
電

共
同
）
な
ど
、
自
然
景
観
と
近
代
科

学
の
大
施
設
の
マ
ッ
チ
す
る
自
然
公

園
と
し
て
天
下
に
紹
介
し
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
共
同
労
役
保
険

制
度
の
創
設
を
行
い
た
く
企
画
い
た

し
ま
し
た
が
、
本
町
は
か
ね
て
集
落

経
営
基
金
制
度
、
独
居
老
人
世
帯
出

役
免
除
補
助
制
度
な
ど
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
集
落
の

共
同
労
役
出
役
中
の
事
故
傷
害
に
つ

い
て
保
険
制
度
を
創
設
し
、
不
幸
に

し
て
事
故
発
生
の
事
態
に
備
え
、
以

っ
て
住
民
生
活
の
健
康
福
祉
と
集
落

経
営
の
安
定
に
資
し
た
く
念
鱒
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
町
は
県
境
を
以
っ
て
接

す
る
隣
町
と
の
間
に
お
い
て
、
県
境

開
発
の
推
進
を
図
る
べ
き
も
の
と
存

じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
互
い
に

信
義
を
基
調
と
し
、
共
に
主
権
を
尊

重
し
合
い
、
共
同
の
発
議
に
よ
り
共

同
合
意
成
立
の
上
出
発
す
べ
き
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
留
意
し
て
共
同

開
発
を
推
進
し
て
参
り
た
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。

工
場
用
地
な
ど
を

調
査
研
究

総
合
開
発
費

三
、
〇
三
八
万
六
千
円

地
域
開
発
調
査
費一

〇
〇
万
円

地
場
産
業
と
地
元
労
働
条
件
の
中

で
、
工
場
誘
致
の
方
策
並
び
に
誘
致

す
べ
き
業
種
及
び
工
場
の
規
模
、
ま

た
業
界
に
つ
い
て
進
出
可
能
の
業
種

工
場
の
調
査
、
更
に
は
工
場
用
地
の

調
査
を
ど
継
続
し
て
研
究
調
査
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

工
事
請
負
費二

六
二
〇
万
円

奥
大
山
自
然
博
物
園
、
各
種
案
内

板
設
置
、
特
産
物
看
板
、
便
益
施
設
、

特
産
物
開
発
、
奥
大
山
十
ベ
ン
ト
構

想
、
時
報
の
鐘
設
置
調
査
、
米
原
チ

ロ
ル
村
構
想
調
査
な
ど
、
地
域
開
発

構
想
に
つ
い
て
平
易
可
能
に
し
て
実

効
主
義
に
調
査
し
実
施
し
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
。

住
宅
団
地
開
発
費二

三
万
円

住
宅
団
地
調
査
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
候
補
地
の
現
地
調
査
、
測
量
、

道
路
構
想
を
ど
を
行
い
具
体
案
に
つ

い
て
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

諸
　
費

五
八
〇
万
六
千
円

姉
妹
町
経
済
交
流
負
担
金

二
一
〇
万
円

山
と
海
の
姉
妹
町
の
経
済
交
流
は
、

互
い
の
有
無
を
通
づ
る
も
の
で
継
続

し
て
模
索
し
、
末
永
い
生
活
交
流
の

骨
組
を
策
定
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

江
尾
駅
対
策
費

三
三
三
万
八
千
円

江
尾
駅
の
無
人
化
対
策
と
し
て
、

経
験
者
を
配
置
し
駅
業
務
を
続
け
、

住
民
の
利
伸
に
供
し
、
併
せ
て
交
通

と
地
域
開
発
、
観
光
開
発
の
基
点
と

し
て
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

過
疎
バ
ス
対
策
費

四
七
二
万
六
千
円

本
町
内
運
行
の
バ
ス
路
線
は
維
持

助
成
よ
り
脱
落
す
る
ま
で
に
利
用
者

が
激
減
し
て
釆
ま
し
た
の
で
、
一
昨

年
来
、
米
沢
線
、
貝
田
日
光
線
な
ど
、

代
替
バ
ス
運
行
委
託
方
式
を
採
用
し

国
の
維
持
対
象
路
線
と
し
て
維
持
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
お
い

て
も
当
然
こ
れ
を
維
持
し
て
参
り
ま

す
。三

種
脱
落
の
根
雨
佐
川
間
一
往
復

便
は
、
季
節
ダ
イ
ヤ
と
し
て
貸
切
運

行
を
以
っ
て
対
処
す
べ
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。

Soumu
四角形
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特産品の開発に
主力を注ぐ

▲ノミを持つ手にも一段と力がこもる

（木工ろくろの研修）

府
　
電
源
地
域
開
発
事
業
費

i工

一
、
三
九
〇
万
四
千
円

電
源
地
域
産
業
育
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
の
指
定
を
受
け
て
地
域
開

発
を
構
想
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
お
い
て
、
人

材
養
成
事
業
を
通
じ
も
っ
ぱ
ら
技
術

導
入
と
人
材
育
成
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
産

物
の
開
発
に
主
力
を
注
ぎ
た
く
、
梓

に
本
年
度
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
事
業

と
し
て
生
活
者
の
必
要
と
願
望
に
対

し
創
造
的
に
応
え
る
た
め
、
特
産
発

掘
、
製
品
計
画
、
販
売
計
画
、
配
送

計
画
、
サ
ー
ビ
ス
及
び
企
業
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
土
着

の
永
続
的
地
場
産
業
と
し
て
育
成
す

べ
く
高
率
の
国
庫
助
成
事
業
を
導
入

し
て
発
足
せ
し
め
た
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。水

力
発
電
施
設
周
辺

地
域
交
付
金
事
業
費

三
二
七
万
円

本
交
付
金
規
程
に
準
拠
し
て
昭
和

五
十
七
年
度
よ
り
実
施
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
も
指
定

地
域
の
条
件
整
備
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

地
下
資
源
の
泉
源
を
追
求

泉
源
開
発
事
業
費

三
、
三
四
七
万
八
千
円

昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
二
ヶ
年
の

継
続
事
業
と
し
て
起
工
し
て
参
り
ま

し
た
泉
源
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
今

後
も
引
き
続
い
て
実
施
し
て
参
り
ま

す
。こ

の
泉
源
発
掘
事
業
は
、
か
ね
て

入
念
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
地
下
水

調
査
に
お
い
て
発
見
す
る
を
得
ま
し

た
。二

六
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
及
ぶ

重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
を
始
め
、
成

分
豊
か
な
地
下
資
源
め
泉
源
を
追
求

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
成
分
を

第
一
義
と
し
、
水
量
、
温
度
と
深
萱

を
静
か
に
着
実
に
進
め
て
参
り
た
い

も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

悲
隣
を
も
っ
て
達
成
い
た
し
た
く

念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

情
報
処
理
対
策
費

一
七
三
万
五
千
円

町
職
員
組
織
に
よ
る
「
情
報
処
理

業
務
研
究
会
」
の
研
究
を
深
め
、
住

民
記
録
、
税
務
事
務
を
始
め
、
電
算

処
理
時
代
に
対
処
す
る
準
備
時
代
的

対
策
を
進
め
た
く
存
じ
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
設
立
費

五
〇
〇
万
円

総
合
計
画
を
始
め
諸
事
業
を
推
進

し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
長
期
展
望
に

立
っ
て
対
処
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

と
に
、
公
共
施
設
岡
地
の
計
画

的
先
行
取
得
を
ど
は
、
土
地
開
発
公

社
を
設
立
し
て
是
の
具
体
的
実
行
体

制
を
確
立
し
、
資
金
体
制
と
造
成
構

想
と
資
金
の
運
用
構
想
の
調
整
を
図

り
、
公
共
施
設
行
政
の
円
滑
な
る
運

営
を
期
し
た
く
存
じ
ま
す
。

日
に
日
に

新
し
い
問
題

交
通
安
全
対
策
費

一
四
七
万
六
千
円

交
通
安
全
の
意
識
高
揚
は
、
日
に

日
に
新
し
い
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、

日
に
日
に
古
い
知
識
と
し
て
流
れ
て

ゆ
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
昨
年
度
交
通
安
全
指
導

員
協
議
会
の
意
向
を
休
し
、
交
通
安

全
母
の
会
の
協
力
の
も
と
に
交
通
安

全
旗
を
制
定
し
、
全
町
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
に
努
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
交
通
安

全
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
も
あ
り
得
る

も
の
と
し
て
、
進
ん
で
交
通
安
全
の

諸
施
策
の
整
備
を
進
め
、
も
っ
て
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

同
和
対
策
費

六
、
四
〇
九
万
一
千
円

環
境
福
祉
対
策
費

四
、
一
七
〇
万
四
千
円

地
区
内
道
路
改
良
舗
装
賓
　
九
、
宝
口
千
円

農
道
小
江
尾
二
号
線
舗
装
費
　
二
、
宝
〇
千
円

墓
地
周
辺
整
備
費

各
種
事
業
調
査
費

明
道
児
童
館
費

生
括
相
談
員
柴

同
和
教
育
推
進
協
議
会
費

同
和
対
策
研
修
育
成
費

同
和
対
策
負
担
金

高
校
大
学
進
学
奨
励
金

就
職
支
度
金
補
助
金

県
営
住
宅
維
持
管
理
費

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

そ
　
の
　
他

「
八
〇
〇
千
円

一
重
千
円

三
、
呂
千
円

三
毛
千
円

一
、
冥
口
千
円

コ
O
D
千
円

一
室
千
円

歪
一
千
円

二
口
千
円

云
子
円

九
、
九
畠
千
円

（
、
益
田
千
円

農
林
業
対
策
費

「
三
一
五
万
一
千
円

農
道
舗
装
工
事
費

共
同
利
用
農
機
具
導
入
費

経
営
改
尊
資
金
利
子
補
助
金

近
代
化
資
金
利
子
補
助
金

造
林
事
業
負
担
金

七
、
四
奏
千
円

「
芸
三
千
円

二
義
千
円

天
千
円

四
、
一
貢
千
円

商
工
業
対
策
費

四
四
九
万
円

同
和
小
口
融
資
利
子
補
助
金
　
害
千
円

芸
香
付
丁
零
四
、
0
0
0
千
円

Soumu
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教
育
対
策
費

四
七
四
万
六
千
円

同
和
教
育
費
　
　
　
　
　
≡
三
幸
円

同
和
教
育
集
会
所
費
　
　
　
「
四
二
五
千
円

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
の
期

限
切
れ
に
伴
い
、
昨
年
四
月
新
た
に

五
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
「
地
域

改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
引
続

き
地
域
環
境
の
改
善
整
備
、
同
和
教

育
の
徹
底
を
期
す
る
と
共
に
、
基
本

法
制
定
に
つ
い
て
一
層
の
努
力
を
致

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

㊨
㊨
㊨

一
億
九
、
九
〇
四
万
一
千
円

福
祉
社
会
を
充
実

▲明徳学園専門課程

社
会
福
祉
費

一
億
二
、
八
三
〇
万
八
千
円

五
、
四
八
九
万
三
千
円

非
常
価
消
防
費

広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
業
務
負
担
金

消
防
施
設
費

小
型
ポ
ン
プ
（
台
車
付
）

防
火
水
槽
二
基

水
防
責

里
、
文
事
円

元
、
弓
子
円

九
、
冥
三
千
円

二
言
千
円

彗
四
二
口
千
円

究
千
円

社
会
福
祉
総
務
費

特
別
医
療
費

老
人
褐
社
費

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

高
齢
者
介
護
年
手
当
金

高
齢
者
顕
彰

真
、
萱
千
円

竜
三
呈
千
円

毒
、
里
芋
円

二
8
千
円

人
吉
千
円

妻
芋
円

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
二
二
、
兵
〇
千
円

第216号

年
次
消
防
施
設
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
団
員
の
資
質
、
技
術
の
向

上
に
よ
り
消
防
戦
力
の
強
化
を
図
り
、

広
域
消
防
署
及
び
自
衛
消
防
隊
と
の

緊
密
を
連
携
を
保
ち
、
町
民
の
生
命

財
産
の
保
全
に
万
全
を
期
し
た
く
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

短
期
保
護
施
設
整
備
費

敬
老
事
業
推
進
地
区
報
償
費

敬
老
者
記
念
品

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金

老
人
福
祉
明
徳
学
園

そ
　
の
　
他

三
、
三
千
円

一
、
0
0
0
千
円

三
〇
千
円

「
二
〇
〇
千
円

二
塁
千
円

毒
手
円

「
仝
〇
千
円

三
、
宝
八
千
円

健
康
活
気
の
人
生
を

老
人
福
祉
明
徳
学
園

一
八
七
万
円

高
齢
者
社
会
が
次
第
に
進
行
す
る

現
今
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に

対
処
し
て
当
然
に
福
祉
社
会
の
充
実

が
な
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
昭
和
三

十
八
年
よ
り
成
人
式
に
併
せ
て
高
齢

者
顕
彰
式
が
発
足
し
、

昭
和
四
十
九
年
よ
り
明
徳
学
園
の
関
学
、

昭
和
五
十
一
年
老
人
憲
章
の
制
定
、

昭
和
五
十
二
年
最
高
齢
者
人
間
町
宝

顕
彰
発
足
、

昭
和
五
十
四
年
独
居
老
人
出
役
免
除

助
成
制
度
発
足
な
ど

高
齢
者
を
守
る
社
会
の
善
意
は
、

全
町
民
の
心
に
育
っ
て
来
て
い
る
事

は
た
の
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
も

ま
た
奮
発
し
て
健
康
活
気
の
吾
が
人

生
を
保
持
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
、
独
居
老
人
、

在
宅
老
人
の
た
め
の
緊
急
避
難
的
を

場
合
を
含
む
短
期
老
人
ホ
ー
ム
　
（
仮

称
）
の
設
置
を
致
し
た
く
、
実
施
の

方
法
、
条
件
な
ど
、
民
生
委
員
会
の

意
向
を
伺
い
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

心
身
障
害
福
祉
・
母
子

父
子
福
祉

心
身
障
害
の
苦
痛
に
対
す
る
社
会
の

理
解
と
善
意
を
育
て
る
事
は
、
現
代
社

会
の
当
然
の
自
覚
で
を
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
障
害
者
の
職
場
進

出
に
も
通
づ
る
よ
う
に
、
社
会
の
認

識
を
育
て
な
く
て
は
を
り
ま
せ
ん
。

母
子
、
父
子
家
庭
の
人
生
上
の
苦

痛
に
対
す
る
社
会
の
認
識
と
同
様
に

真
に
心
の
社
会
の
温
か
さ
を
育
て
た

き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
、
母

子
、
父
子
家
庭
出
身
の
子
弟
の
進
学

就
職
な
ど
に
処
す
る
不
安
を
ど
、
理

解
す
る
社
会
の
善
意
を
育
て
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

善
意
を
継
承

社
会
福
祉
協
議
会

二
六
一
万
六
千
円

前
年
度
設
立
認
可
を
得
て
、
社
会

福
祉
法
人
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
発
足
を
見
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
伴
い
、
本
会
の
基
本
財
産
と

し
て
社
会
福
祉
基
金
三
五
、
0
0
0

千
円
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

の
基
金
は
、
昭
和
三
十
七
年
に

創
設
以
来
全
町
の
善
意
と
年
々
町
予

算
を
積
み
立
て
て
来
た
歴
史
的
を
基

金
で
あ
り
ま
す
が
、
本
会
と
し
て
も

引
続
き
そ
の
善
意
を
継
承
し
、
新
年

度
五
、
0
0
0
千
円
を
積
立
て
総
額

四
〇
、
0
0
0
千
円
の
基
金
が
造
成

さ
れ
る
こ
と
と
を
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
基
金
の
運
用
益
と
委
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託
町
有
地
の
活
用
益
、
行
政
支
持
と

願
わ
く
は
社
会
の
善
意
を
結
集
し
、

民
活
を
岡
り
な
が
ら
社
会
福
祉
の
育

成
に
努
め
た
い
も
の
と
念
願
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

児童福祉費

7，073万3千円

報
　
児
童
福
祉
総
務
費

児
童
手
当

町府江

災
害
遺
児
手
当

父
子
年
金
入
学
支
度
金

七
、
垂
六
千
円

六
、
套
〇
千
円

妄
ハ
千
円

二
三
千
円

定
数
の
規
模
を
改
正

児
童
福
祉
施
設
費

五
、
八
八
一
万
五
千
円

本
年
度
入
園
希
望
園
児
の
申
込
み

は
一
四
〇
名
を
超
え
る
状
況
で
あ
り
、

こ
の
際
定
数
の
規
模
を
二
一
〇
名
の

現
在
定
数
か
ら
一
五
〇
名
に
改
正
い

た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

し
か
し
を
が
ら
、
園
の
施
設
に
つ

い
て
は
昨
年
度
一
棟
一
一
室
の
単
町
増

築
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
各
所

の
増
工
整
備
を
行
い
、
対
処
し
な
け

れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

通
園
児
の
安
全
第
一
に
こ
れ
を
守

り
、
児
童
福
祉
の
充
実
を
期
し
た
く

存
じ
ま
す
。

九
、
八
二
五
万
三
千
円

保
健
衛
生
費

四
、
二
四
四
万
二
千
円

保
健
衛
生
総
務
費

予
　
防
　
費

母
子
衛
生
費

老
人
保
健
対
策
費

二
七
、
〇
天
千
円

三
、
元
九
千
円

九
克
千
円

二
、
〇
冥
千
円

▲保育園で元気に遊ぶ子供たち

清
　
掃
　
費

五
、
二
一
八
万
一
千
円

し
尿
処
理
費
　
　
　
　
　
二
七
、
国
手
円

（
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
　
二
七
、
冒
千
円
）

塵
芥
処
理
費
　
　
　
　
二
三
、
全
天
千
円

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
本
年
度
予
算
額
は
九
五
、

〇
〇
〇
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

内
本
町
の
負
担
金
は
二
七
、
四
四
三

千
円
で
あ
り
ま
す
。
過
去
一
年
間
の

処
理
実
績
は
三
、
三
六
〇
台
バ
キ
ュ

ー
ム
カ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
分

の
処
理
実
績
は
九
九
七
台
で
あ
り
ま

す
。前

年
度
に
お
い
て
前
処
理
施
設
（

網
の
目
ス
ク
リ
J
ノ
）
を
設
置
し
、

納
期
を
更
に
分
割

本
町
の
医
療
費
の
実
状
は
、
前
年

に
対
比
し
て
本
年
度
一
一
二
二
鳥
増

の
四
四
五
、
三
七
九
千
円
を
見
込
む

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
三
年
間
の
実
状
を
踏
ま

え
て
計
上
す
る
計
算
式
に
よ
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
被
保
険
者
一
世
帯
当
り
に

致
し
ま
す
と
六
七
四
、
八
一
七
円
と

そ
り
ま
す
が
、
こ
の
医
療
費
に
対
し
、

国
庫
支
出
金
を
受
け
て
更
に
一
般
会

計
よ
り
八
〇
〇
万
円
を
繰
入
れ
増
税

要
素
を
押
え
、
昨
年
通
り
一
世
帯
当

り
一
六
五
、
〇
〇
〇
円
の
保
険
税
に

掘
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
険
税
の
重
税
感
は
依

然
と
し
て
残
り
ま
す
の
で
、
本
年
度

よ
り
保
険
税
の
納
期
を
六
回
以
上
に

分
割
致
し
た
く
準
備
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
国
保
会
計
は
年
々
の
疾
病
の

動
向
に
よ
っ
て
会
計
が
動
揺
す
る
訳

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
安
定
さ

せ
る
た
め
基
金
造
成
を
致
し
た
く
、

年
々
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年

度
末
を
も
っ
て
基
金
累
計
四
七
、
五

九
二
千
円
と
在
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
国
保
会
計
の
安
定
化
に
資
し
た
く

念
嚇
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国民健康保険事業－3億313万2千円

660世帯見込世帯数

1，683人被保険者数

445，379千円医療総額

一 般 医 療 費 276，753千円

老 人 医 療 費 168 、626千円

老人保健拠出金 49，352千円

被保険者一世帯当り医療費 674，817円

被 保 険者一人 当り保険料 26 4，634円

保険税総額 10 8，900千円

被保険者t 世帯当り保険税 165 ，000円

被 保 険者一人当 り保 険税 64 ，706円

国庫支出金 123 ，989千円
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本
年
度
は
保
守
管
理
上
最
低
限
の
機

械
整
備
を
行
い
つ
つ
清
掃
業
務
を
遂

行
い
た
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

未
設
置
地
区

を
解
消

上
水
道
費

四
五
三
万
円

本
町
の
上
水
道
の
布
設
は
九
九
・

五
㍍
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
未
設
置

解
消
を
阿
ら
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
既
設
水
道
の
老
朽
及
び
水

源
の
変
化
、
水
量
の
不
足
を
ど
大
改

修
を
要
す
る
施
設
も
あ
り
、
未
設
置

の
解
消
と
共
に
順
次
整
備
を
急
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ヽ
■撃‡‾＼？

、

ゝ

▲転作でトマトのハウス栽培（御机地内）

ま
す
。そ

の
た
め
牧
野
の
整
備
、
預
託
放

牧
か
ら
一
頭
農
家
の
復
元
が
畜
産
同

地
の
原
点
と
存
じ
ま
す
。

農
業
振
興
費八

三
三
万
一
千
円

水
田
農
業
確
立
対
策
費
　
　
五
、
七
〇
八
千
円

米
穀
流
通
対
策
費
　
　
　
　
二
〇
五
千
円

野
菜
生
産
対
策
費
　
　
　
　
二
、
毒
手
円

そ
　
の
　
他
　
　
　
　
　
　
　
大
事
丁
円

畜
産
振
興
費

「
　
三
二
〇
万
四
千
円

畜
産
総
合
対
策
事
業
費
　
　
三
一
七
千
円

公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
費
七
、
八
⊇
千
円

放
牧
牛
事
故
補
償
費

牧
場
お
こ
し
事
尭
喪

畜
産
指
導
員
設
置
費

そ
　
の
　
他

二
五
〇
千
円

一
六
〇
千
円

八
四
D
千
円

八
〇
二
千
円

四
億
二
、
六
九
四
万
七
千
円

和
牛
の
村
づ
く
り
事
業
費

肉
用
牛
放
牧
一
貫
年
産
モ
デ
ル
書

子
牛
互
助
会
運
営
費

乳
牛
互
助
会
運
営
費

酪
農
経
営
維
持
安
定
対
策
費

有
畜
導
入
利
子
補
給

音
〇
千
円

妻
三
十
円

六
〇
〇
千
円

蓋
千
円

一
書
千
円

二
茜
千
円

三
〇
〇
万
七
千
円

第216号

本
町
の
勤
労
所
得
者
は
二
、
〇
〇

〇
人
を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
勤
労
諸
悪
市
の
健
康

管
理
は
全
町
の
清
作
如
何
に
か
か
わ

る
事
は
当
然
で
あ
り
、
今
後
一
層
に

通
勤
交
通
安
全
並
び
に
健
康
管
理
に

特
に
留
意
し
、
生
活
の
安
定
を
期
し

た
く
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
　
業
　
費

三
億
八
〇
六
万
八
千
円

農
業
委
員
会
費
　
　
　
　
弓
○
宍
千
円

農
業
総
務
費
　
　
　
　
三
二
、
高
八
千
円

本
町
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
水
田

潜
在
面
積
は
五
二
二
四
㍍
で
あ
り
、

昭
和
六
十
三
年
度
の
転
作
目
標
面
校

は
更
に
八
茄
を
加
え
一
四
一
・
七
㍍

を
転
作
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

の
米
の
売
渡
限
度
数
豊
は
四
五
、
〇

六
四
袋
の
割
り
当
て
と
な
り
、
前
年
対

比
三
、
二
四
八
袋
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
減
圭
を
米
価
に
換
算
い
た
し

ま
す
と
、
お
お
よ
そ
二
、
九
〇
〇
万

円
な
い
し
三
、
三
〇
〇
万
円
の
米
作

収
入
減
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
悪
条
件
に
対
処
し
、
転
作
作

目
の
内
、
葱
、
小
葱
、
ト
マ
ト
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ほ
う
れ
ん
草
、
大
豆
、

大
根
、
そ
の
他
転
作
作
目
、
ま
た
和

牛
の
増
頭
と
放
牧
経
営
の
推
進
な
ど

を
通
じ
補
充
農
収
を
図
り
た
く
存
じ

▲公社営事業で建設された畜舎

公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業

（
事
業
主
体
　
鳥
取
県
農
業
開
発
公
社
）

昭
和
六
十
三
年
度
計
画

草
地
及
飼
料
畑
造
成
費
手
品
一
、
六
二
手
円

畜
産
堆
肥
舎
等
　
　
　
　
五
、
至
九
千
円

設
　
計
　
費
　
　
　
　
　
　
　
至
二
千
円

附
帯
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
八
手
円

こ
の
事
業
は
、
町
と
公
社
と
事
業

実
施
委
託
契
約
に
よ
り
実
施
す
る
事

業
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
R
南
町
よ

り
日
野
町
、
汀
府
町
、
溝
口
町
と
事

業
に
参
加
し
、
和
牛
、
乳
牛
等
蓄
積

施
設
整
備
を
実
施
し
、
畜
産
経
営
の

振
興
を
図
り
畜
産
主
産
地
づ
く
り
を

目
途
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

和
牛
の
繁
碑
経
営
は
、
飼
育
期
間

が
長
期
に
わ
た
り
経
営
上
不
採
算
要

素
が
多
く
、
飼
育
頭
数
が
激
減
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
復
興
を
阿
る
方
途

は
、
五
月
よ
り
十
一
日
上
旬
ま
で
の

半
年
放
牧
と
し
、
預
託
放
牧
も
行
う

一
頭
農
家
育
成
を
原
点
と
し
て
据
興

を
図
る
べ
き
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。本

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
す
で
に

放
牧
経
営
を
振
興
す
べ
く
、
放
牧
牛

の
死
廃
事
故
に
対
し
て
は
家
畜
保
険

に
よ
る
不
足
額
全
額
補
償
の
途
を
講

じ
振
興
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

現
今
の
農
業
を
耶
り
巻
く
惑
条
件

の
時
代
に
こ
そ
、
山
国
の
自
然
に
生
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き
る
者
の
み
の
持
つ
根
強
い
根
件
を

も
っ
て
人
生
観
と
す
る
時
と
心
得
ま

す
。す

な
わ
ち
、
農
協
、
森
林
組
合
の

指
導
機
能
の
充
実
も
合
せ
、
営
農
林

家
の
充
実
の
た
め
に
最
斉
の
努
力
を

致
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

林
　
業
　
費

一
億
「
八
八
七
万
九
千
円

全世帯に平均1㌶

を植栽

林
業
総
務
費

町
行
造
林
費

九
、
三
八
千
円

至
、
墨
字
円

△
森
林
組
合
の

苗
圃
二
・
一
㍍
）

本
町
は
総
面
積
一
二
、
五
〇
〇
㍍

で
あ
り
ま
す
が
、
林
野
率
は
八
三
㍍

で
あ
り
ま
す
の
で
一
〇
、
〇
〇
〇
㍍

を
超
え
る
林
野
を
も
つ
ゆ
え
ん
、
山

国
江
府
町
で
も
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昭
和
三

十
七
年
よ
り
継
続
し
て
森
林
造
成
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
町
の
自
然
条
件
の
命
ず
る
と
こ
ろ

◆ 農 林 関 係 の 主 な 事 業　　　けlり）

土　 地　 改　 良　 事　 業　 費 12，170

土　地　 改　 良　事　 業　 費
11．190（下蚊屋地区）

ほ　場　 整　 備　 事　 業　 費
82，946（乗尾地区・下安井地区）

農村基盤総合整備事業費　一
24，793（嘉語 尾、助沢農道舗装）

農　 道　 整　 備　 事　 業　 費
33．256（下蚊屈、瓜業沢農道舗装）

地域農政推進対策事業費 1．755

同　 和　 対　 策　 事　 業　 費 13，151

自　然　休　養　村　事　業　費 6，673

（著震 琶罠導事業費） 51岩…昌）

都市と農村交流促進事業費 5，115

山 村 振 興 対 策事 業費

34 ，788（歪雷雲蓋讐荒箔毎票諾崎）

で
あ
り
ま
し
て
、
経
済
対
策
以
前
の

山
国
に
生
き
る
者
の
人
生
観
と
し
て

在
る
べ
く
集
落
の
財
産
造
成
を
目
途

し
て
、
分
収
方
式
を
も
っ
て
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
現
在
の
町
行
分
収
造
林
、

公
団
分
収
、
県
行
分
収
を
合
し
、
本

町
の
公
営
造
林
の
総
面
積
は
二
　
二

二
四
㍍
に
達
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
本
町
全
戸
二
　
二

三
〇
世
帯
に
対
し
平
均
一
筋
の
植
栽

を
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

今
後
専
ら
保
育
管
理
の
徹
底
を
期
す

べ
く
、
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
町
管

理
に
か
か
る
施
業
地
の
現
地
の
状
況

確
認
と
管
理
に
処
す
る
た
め
、
営
林

事
業
現
地
嘱
託
員
を
配
置
し
、
町
有

財
産
並
び
に
集
落
財
産
の
保
護
造
成

の
徹
底
を
期
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
森
林
造
成
は
単
一
樹
種
を

大
面
積
に
植
栽
す
る
こ
と
だ
け
で
は

を
く
、
特
殊
木
の
ケ
ヤ
キ
、
山
サ
ク

ラ
、
ク
リ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
キ
ワ
ダ
な

ど
、
適
地
適
木
的
に
植
栽
の
小
規
模

本
数
に
対
す
る
奨
励
制
度
の
発
足
を

要
請
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

森
林
造
成
と
保
育
管
理
の
徹
底
を

期
す
る
た
め
に
は
、
森
林
労
務
班
の

健
全
を
る
育
成
が
基
本
的
問
題
で
あ

り
ま
す
。
今
後
一
層
林
業
労
務
者
の

技
術
の
養
成
、
補
償
制
度
の
充
実
を

期
し
た
く
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

林
業
労
務
者
共
済
事
業
負
担
金
　
二
畠
千
円

組
織
労
務
育
成
補
助
金
　
　
　
七
重
丁
円

林
道
事
業
負
担
金
　
　
　
　
宍
享
円

森
林
活
性
化
対
策
事
業
負
担
金
〓
毛
千
円

（
間
伐
促
進
事
案
）
．

し
い
茸
価
格
安
定
補
助
金
　
　
二
重
千
円

松
く
い
虫
防
除
委
託
料
　
　
三
、
八
究
千
円

枝
打
促
進
事
業
補
助
金
　
　
　
九
八
〇
千
円

宝
仏
山
線
林
道
負
担
金
　
　
　
四
九
八
千
円

（
広
域
基
幹
林
導

公
団
造
林
費

入
会
林
野
整
備
事
業
費

林
道
開
設
事
業
費

二
、
天
王
千
円

六
六
四
千
円

至
、
呈
〇
千
円

（
杉
谷
貝
田
線
）

本
年
度
に
お
い
て
枝
打
促
進
事
業

を
導
入
し
、
間
伐
促
進
事
業
と
共
に

実
施
し
、
民
有
林
育
成
と
保
育
管
理

の
徹
底
を
図
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。宝

仏
山
線
基
幹
林
道
の
起
工
認
定

を
受
け
ま
し
た
の
で
、
お
お
よ
そ
十

七
億
の
施
工
を
十
年
間
計
画
を
も
っ

て
日
野
町
と
の
合
同
施
工
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

更
に
、
本
年
度
よ
り
林
道
貝
田
杉

谷
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
町

道
改
良
的
構
想
を
も
っ
て
企
画
中
の

と
こ
ろ
、
本
年
国
の
林
道
施
工
認
定

を
受
け
ま
し
た
の
で
林
道
に
変
更
し

早
期
改
良
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

意
は
川
だ
北
川
1
J
ぜ
′

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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▲倭野川ダム湖周辺等を整備

直
し
が
急
務
と
思
わ
れ
ま
す
。
生
措

資
材
並
び
に
物
資
の
流
通
及
び
距
離

差
よ
り
も
移
動
人
口
の
流
れ
が
速
く
、

定
住
圏
時
代
か
ら
交
流
圏
時
代
に
入

っ
た
今
日
、
定
住
人
口
に
対
し
流
動

人
口
の
飛
躍
的
に
激
増
し
て
い
る
今

日
の
商
法
と
し
て
、
街
頭
進
出
を
含

め
工
夫
す
べ
き
時
代
と
思
考
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
商
工
会
の

育
成
を
図
り
、
指
導
機
能
の
充
実
と

新
時
代
商
工
振
興
方
策
に
つ
い
て
考

究
を
急
ぎ
た
く
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

自
然
博
物
園
構
想

を
実
現

観
　
光
　
費

「
　
四
〇
九
万
五
千
円

工
事
と
し
て
は
、
日
野
川
対
岸
久
連

山
に
山
桜
植
栽
を
実
施
し
、
永
年
景

観
の
造
成
を
行
い
、
更
に
甘
酒
茶
屋

周
辺
の
シ
ラ
カ
バ
林
の
増
強
を
図
り

た
く
存
じ
ま
す
。

を
お
、
町
内
各
観
光
名
所
の
案
内

板
の
設
置
を
行
い
、
広
く
旅
行
者
の

利
便
と
紹
介
に
役
立
て
た
く
存
じ
ま

自
然
を
求
め
る

旅
行
人
口
増
加

第216号一一

新時代商工振興方策

を　研　究

5，661万9千円

商
工
総
務
費

商
工
振
興
曽
「

商
工
会
活
動
補
助
金

芸
、
宝
亨
円

二
三
呈
千
円

二
、
二
g
千
円

委
　
託
　
料

工
事
請
負
費

負
担
金
補
助
交
付
金

自
然
保
護
費

二
、
望
〇
千
円

三
、
〇
五
〇
千
円

六
、
究
八
千
円

▲全日本スキー連盟公認の
奥大山スキー教室

中
小
企
業
小
口
融
資
貸
付
金
九
〇
、
0
0
〇
千
円

店
舗
改
造
貸
付
金
　
　
　
三
、
0
0
0
千
円

同
和
中
小
企
業
特
別
融
資
貸
付
金
二
四
、
0
0
0
千
円

融
資
枠
合
計
　
　
　
　
　
二
蓋
、
〇
〇
〇
千
円

制
度
金
融
利
子
補
給
　
　
　
妻
千
円

山
村
地
域
に
お
け
る
商
工
中
小
企

業
の
今
日
的
経
済
社
会
の
実
情
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
経
営
方
式
の
見

六
七
万
円

本
町
の
観
光
対
策
の
基
本
は
、
自

然
保
護
を
第
一
義
と
す
る
方
針
を
堅

持
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
は
更
に
、
委
託
料
を
も
っ
て

木
谷
散
策
の
道
を
調
査
し
、
自
然
博

物
園
構
想
を
実
現
い
た
し
た
く
存
じ

ま
す
。
ま
た
俣
野
川
ダ
ム
湖
周
辺
、

高
谷
渓
谷
周
辺
の
植
樹
並
び
に
観
光

対
策
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
奥
大
山
国
民
宿
舎

山
荘
甘
酒
茶
屋
経
営
事
業

事
業
収
益

営
業
収
益

営
業
外
収
益

事
業
費
用

営
業
費
用

童
、
三
二
宇
円

毒
、
大
夫
千
円

一
、
室
千
円

一
塁
、
三
二
ロ
千
円

一
票
、
宍
〇
千
円

l
R
・
火

2
R
H
水

3
R
∵
不

4
円
勃

5
口
上

6
R
R

7
R
目

8
円
九
八

9
R
・
那

1
0
円
㈲

〓
日
付

1
2
口
付

1
4
日
㈲

1
5
日
㈹

1
6
日
0
0

1
7
円
㈱

1
8
日
㈲

長

日

誌

＊

3

一

月

広
島
出
張

（
町
教
育
委
員
会
、
校
長

会
研
修
）

東
京
出
張

（
ま
ち
と
む
ら
の
交
流
大

会
役
員
会
）

結
婚
式

日
野
郡
社
会
教
育
研
究
大

会
（
日
野
町
）

母
子
父
子
中
卒
者
激
励
会

在
　
勤

在
　
勤

在
　
勤

町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会
、
国
保
健

席
づ
く
り
講
演
会
、
農
業

委
員
会

日
野
振
興
協
議
会
（
日
野

町
）
、
佐
川
地
区
役
員
来

庁町
議
会
定
例
会
、
運
動
公

園
照
明
検
討
会

江
府
中
学
校
卒
業
式
、
町

議
会
定
例
会
（
特
別
委
員

会
）

中
国
横
断
自
動
車
道
小
江

尾
工
区
安
全
祈
願
祭

町
議
会
定
例
会
、
下
蚊
屈

ダ
ム
関
係
会
議

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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営
業
外
費
用

予
　
備
　
費

二
、
三
買
千
円

四
、
こ
高
千
円

臣事Tm
P府

国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
の
利
用

動
向
に
つ
い
て
は
、
年
に
上
下
の
波
も

あ
り
宿
泊
の
低
下
の
傾
向
も
あ
り
ま

す
が
、
自
然
を
求
め
る
旅
行
人
口
は
増

加
の
時
代
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

こ
れ
に
対
応
す
る
適
切
を
対
策
を
工

夫
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
と

に
、
二
、
三
年
来
の
雪
不
足
は
ス
キ

ー
客
の
足
を
断
ち
、
利
用
者
数
の
大

低
下
を
釆
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
に
処
し
参
考
と
し
て
四
季
一
貫
の

利
用
者
誘
致
の
方
途
も
工
夫
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
索
道
運
営
事
業

事
業
収
益

営
業
収
益

営
業
外
収
益

事
業
費
用

営
業
費
用

営
業
外
費
用

予
　
備
　
費

至
、
一
章
千
円

五
「
四
〇
五
千
円

一
、
蓋
〇
千
円

至
、
一
葉
千
円

胃
雪
子
円

八
、
一
四
〇
千
円

四
、
国
手
円

蓮
し
い
心
身
を
育
成

二
億
八
五
二
万
一
千
円

リ
フ
ト
利
用
者
は
増
加
す
る
も
の

の
、
雪
不
足
の
た
め
前
年
度
は
不
振

で
あ
り
ま
し
た
が
、
来
季
を
期
し
て

ス
キ
ー
学
校
も
育
成
し
そ
が
ら
、
ま

た
駐
車
場
の
収
容
力
の
拡
張
も
加
え

充
実
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

教
育
総
務
費

小
学
校
費

中
学
校
費

望
、
九
三
千
円

望
、
；
五
千
円

吾
、
冥
二
千
円

米
沢
小
学
校

明
倫
小
学
校

俣
野
小
学
校

中
　
学
　
校

五
、
二
〇
五
千
円

一
、
ロ
五
〇
千
円

一
書
千
円

高
、
喜
千
円

主
た
る
学
校
施
設
改
善
整
備

江
尾
小
学
校

四
、
歪
千
円

江

1億6，335万5千円

道路橋梁費

1億6，263万9千円

町道俣野宮市線、久遠洲河崎線の継続施工いた

します。また町道落石等危険個所の災害防除施工

を年次的に実施して参ります。

中国横断自動車道関連について、道路公団の委

託工事は継続して施工して参ります。

28，162千円
12，540千円

112，971千円
1，250千円

816千円
6，900千円

716千円

道路橋梁樟務費

道路維持費

道路新設改良費
交通安全施設整備費

中国横断道対策費

災害防除事業
住宅管理費

ト
今
年
度
災
害
防
除
工
事
の
行
わ
れ
る

江
尾
貝
田
大
河
原
糠
の
法
面
崩
壊
箇
所

小
中
学
校
の
義
務
教
育
課
程
を
通

じ
て
、
教
育
振
興
に
つ
い
て
は
町
教

育
委
員
会
に
お
い
て
鋭
意
努
力
が
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

義
務
教
育
課
程
の
年
次
の
幼
少
年

期
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
智
育
、

徳
育
、
体
育
と
申
し
を
が
ら
、
現
今

の
社
会
環
境
は
少
年
期
に
と
っ
て
必

ず
し
も
安
心
出
来
る
も
の
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
に
本
町
の
自
然
環
境
は
、
少

年
の
育
つ
環
境
と
し
て
自
然
は
豊
か

で
あ
り
ま
す
の
で
、
自
然
の
恩
恵
と

哲
理
の
中
に
蓮
し
い
心
身
を
育
成
し

四
季
の
移
り
変
る
情
景
の
中
に
豊
か

な
情
操
を
培
う
よ
う
育
て
て
参
り
た

い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

現
今
の
時
代
に
対
処
し
、
学
校
も

家
庭
も
社
会
も
行
政
も
最
大
の
責
任

と
努
力
を
も
っ
て
、
子
弟
教
育
に
対

し
最
善
の
努
力
を
致
し
た
い
も
の
と

念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

1
9
日
㈹
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

2
0
日
㈱
　
町
婦
人
会
総
会

2
1
日
㈱
　
町
内
弔
問
、
結
婚
式

2
2
日
㈹
　
町
議
会
定
例
会
、
町
内
弔

問
、
葬
儀

2
3
日
0
0
　
町
議
会
定
例
会

2
4
日
㈱
　
し
ゅ
う
と
め
今
総
会

2
5
日
劇
　
岡
山
出
張

（
中
四
国
自
然
体
糞
村
協

議
会
役
員
会
）

祁
日
㈹
　
子
供
の
国
保
育
園
卒
園
式

2
8
日
㈲
　
明
徳
学
国
終
了
式
、
町
同

2
9
日
㈹
、
県
過
疎
地
域
対
策
協
議
会
、

発
電
施
設
所
在
市
町
村
協
議

会
総
会
（
鳥
取
市
）
、
森
林

組
合
班
長
会
議
（
米
子
市
）

3
0
日
0
0
　
江
尾
財
産
区
会

3
1
日
㈹
　
在
　
勤

和
教
育
推
進
協
議
会
役
員

会

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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互
い
に
学
習
し
合
う

社
会
環
境
を

社
会
教
育
費

三
、
六
〓
八
万
七
千
円

社
会
教
育
総
務
費

公
民
館
嚢

二
和
銅
…
叫
的
…

埋
蔵
文
化
財
費

報
　
同
和
教
育
費

同
和
教
育
集
会
所
費

町府江

社
会
教
育
は
、

七
、
一
笑
千
円

一
八
、
四
三
千
円

三
、
三
冥
千
円

七
一
四
千
円

四
望
千
円

三
、
三
二
一
千
円

「
竺
五
千
円

社
会
全
体
が
互
い

に
学
習
し
合
う
社
会
環
境
を
育
て
て

ゆ
く
こ
と
が
目
標
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
お
互
い

が
互
い
に
人
間
関
係
を
育
て
合
う
社

会
が
理
想
で
あ
り
ま
す
。

現
今
の
経
済
意
識
の
先
行
す
る
社

会
に
あ
っ
て
、
し
か
し
、
社
会
教
育

団
体
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
進
ん

で
社
会
教
育
活
動
に
参
加
し
、
自
己

学
習
と
グ
ル
ー
プ
学
習
を
続
け
る
婦

人
会
、
青
年
団
、
老
人
会
、
職
域
同

体
、
社
会
グ
ル
ー
プ
、
体
育
グ
ル
ー

プ
等
各
団
体
に
対
し
深
く
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

文
化
会
館
整
備
費五

〇
〇
万
円

近
代
の
社
会
施
設
と
し
て
、
図
書

館
、
美
術
館
、
音
楽
、
芸
術
、
芸
能

に
か
か
わ
る
文
化
施
設
は
不
可
欠
と

思
考
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

前
年
度
企
画
の
音
楽
堂
の
構
想
も
合

せ
総
合
文
化
会
館
と
し
て
の
機
能
を

造
成
い
た
し
た
く
、
当
初
に
あ
っ
て

は
不
備
の
施
設
と
を
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
は
言
い
を
が
ら
、
中
国
電
力
寄

贈
に
か
か
る
社
屋
を
活
用
し
、
順
次

に
内
容
の
整
備
を
行
い
、
社
会
文
化

興
隆
に
資
し
た
く
念
願
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

明
徳
学
園
費二

二
六
万
六
千
円

明
徳
学
園
の
理
念
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
何
び
と
に
も
来
る
べ
き
老
境
に

心
の
灯
を
点
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
健
康
を
第
一
義
と
し
、
是
を

自
分
自
身
で
体
得
し
実
行
す
る
場
と

し
、
狐
独
を
脱
し
て
友
情
の
場
と
し
、

若
さ
と
希
望
の
人
生
観
を
養
う
場
と

す
る
理
念
を
守
り
な
が
、
空
今
後
一

層
充
実
進
歩
の
明
徳
学
園
と
在
る
よ

う
学
ば
を
く
て
は
在
り
ま
せ
ん
。

心
身
と
も
に
健
康
な
社
会
人
を
育
成

▲楽しく体力づくりを（ダンス教室）

保
健
体
育
費

三
、
七
一
九
万
六
千
円

保
健
体
育
総
務
費
　
　
五
、
豆
千
円

運
動
公
園
管
理
費
　
ニ
≡
芙
千
円

ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
と
し
て
、
町

民
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
旺
盛
を
こ
と
は

誠
に
た
の
も
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
吾
が
身
の
健
康
を
育
て
、

文
化
を
開
き
、
友
情
を
育
て
、
技
術

を
練
り
、
心
身
共
に
健
康
な
社
会
人

と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
す
る

も
の
で
大
い
に
振
興
に
努
め
た
く
存

じ
ま
す
。

学
校
給
食
費

「
一
〇
三
万
五
千
円

本
町
に
お
い
て
は
、
米
飯
給
食
を

週
三
河
、
パ
ン
給
食
週
一
両
を
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
食
事
の
正
し

い
あ
り
方
を
習
得
す
る
と
共
に
、
給

食
を
通
じ
て
好
ま
し
い
生
活
習
慣
を

育
成
し
、
心
身
共
に
健
全
な
る
発
達

を
育
成
す
べ
く
教
育
委
員
会
に
お
い

て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

以
上
、
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
案
並
び
に
特
別
会
計
予
算
案
を
提
出
い
た
し

ま
し
た
。

町

長

日

誌

＊
4
　
月

1
R
㈲
R
野
厚
生
保
護
婦
人
会
総

会
、
明
倫
小
学
校
新
校
長

来
庁
、
町
内
弔
問

2
R
皿
子
供
の
国
保
育
園
人
間
式

3
R
脚
農
協
通
常
総
会

4
R
㈲
在
勤

5
日
㈹
町
内
各
小
学
校
入
学
式
、

武
庫
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、

江
府
消
防
署
長
来
庁

6
R
困
江
府
中
学
校
入
学
式
、
R

野
地
方
農
林
振
興
協
議
会

〈
R
野
町
）
、
県
土
木
部

長
来
庁

7
R
㈱
町
身
障
協
会
総
会
、
日
野

振
興
局
長
、
宮
市
原
地
区

役
員
来
庁

8
円
㈲
中
山
町
農
林
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
完
成
式
、
R
南
病

院
増
改
築
工
事
完
成
式

9
R
闇
町
道
族
会
総
会

目
口
㈲
西
部
町
村
会
（
米
子
市
）
、

倉
吉
営
林
署
長
、
米
子
掠

興
局
長
来
庁

12
R
㈱
町
農
協
婦
人
部
総
会
、
大

山
山
ろ
く
開
拓
事
務
所
長
・

倉
吉
営
林
署
長
来
庁

1
3
R
㈱
川
筋
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
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第216号

お
世
話
に
な
り
ま
す

新
し
い
区
長
さ
ん
決
ま
る

旦
）
古
川
允
子
　
（
池
ノ
内
）
加
藤

和
久
　
（
尾
上
原
）
藤
原
辰
美

（
日
ノ
詰
）
磯
江
　
昭
（
深
山
口
）

松
原
宏
（
吉
原
）
砂
口
利
雄
（
西
成
）

▲

⑳
妹
尾
　
章
（
袋
原
）
千
藤
静
子
（
大

河
原
）
神
庭
　
虞

1
4
日
㈹

昭和63年5月31日発行報町府

今
年
度
の
部
落
区
長
さ
ん
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
は
部
落
の
事
業
等
を
は

じ
め
、
役
場
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

仕
事
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
在
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
隣
い
し
ま
す
。

（
本
こ
藤
田
孝
義
　
（
本
二
）
浜

本
　
博
（
本
三
）
足
立
正
男
　
（
本

四
）
建
井
官
二
　
（
本
五
）
川
端
雄

勇
　
（
新
一
）
岡
本
博
之
　
（
新
二
）

川
崎
偉
（
大
方
）
谷
口
正
幸
　
（
小

江
尾
）
長
尾
利
彦
　
（
久
連
）
関
内

勝
（
佐
川
）
消
水
喜
八
　
（
柿
原
）

奥
田
慕
（
宮
市
）
長
岡
佳
文
　
（
宮

市
原
）
見
山
美
江
　
（
助
沢
）
加
藤

武
夫
　
（
下
蚊
屋
）
山
本
書
和
　
（
笠

良
原
）
土
橋
洋
二
　
（
御
机
）
安
田

豊
行
　
（
栗
尾
）
加
藤
建
郎
　
（
美

用
）
川
島
太
助
　
（
小
原
）
谷
口
強

（
杉
谷
）
片
山
慶
八
　
（
貝
田
）
岡

田
健
也
　
（
下
安
井
）
宇
田
正
輝

（
洲
河
崎
）
浦
部
二
郎
　
（
荒
田
）

樋
口
純
敏
　
（
半
ノ
上
）
水
田
道
明

（
宮
ノ
前
）
松
本
　
操
（
武
庫
）
宇

田
川
　
滴
（
新
道
）
飯
田
　
安
（
一

一
才
．

加
藤
満
寿
幸
㌔

竹
ぼ
う
き
寄
贈

1
5
日
也

1
6
日
用

18
日
㈲

1
9
日
㈹

柿
原
の
加
藤
満
寿
幸
さ
ん
（
6
9
歳
）

か
ら
竹
ぼ
う
き
五
〇
本
が
今
年
も
社

会
福
祉
協
議
会
に
届
き
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
毎
年
山
掃
除
を
し

を
が
ら
集
め
た
竹
で
冬
に
を
る
と
約

二
〇
〇
本
の
ほ
う
き
を
作
ら
れ
ま
雪

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
贈
は
昭
和
五

十
六
年
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
、
今
年

で
約
三
五
〇
本
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
、
竹
ぼ
う
き
を
作
る
人
も

少
な
く
な
り
、
貴
重
を
品
と
な
り
ま

し
た
。早

速
、
町
内
各
小
学
校
・
中
学
校
・

保
育
園
な
ど
に
配
布
し
、
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
0
日
㈹

江

昭和63年春の叙勲で本町

では次の方が受章されま

した。
晴れの叙勲

勲六等宝冠章受章

美用下尾千鶴子も（76歳ト

下尾さんは、昭和23年4月から昭和61年11月

までの通算38年の永きにわたり、民生委員とし

て、母子・児童・老人・身障者等の福祉晴動に

献身努力されました。

また、保護司、婦人少年室協助員としても活躍

され、社会福祉功労により受章されたものです。

轟　　黄綬褒章受章

洲河崎影　山　一　亮も（64歳）

影山さんは、昭和31年農協監事とをってから

32年間にわたり農業協同組合活動にたずさわり、

その間には組合長、専務、常務を努める一方、和

牛の生産地、特産品である夏大根生産化など地

域農業振興に貢献されました。業務精励功労に

より受章されたものです。

加
藤
満
寿
幸
さ
ま
に
は
、
昭
和

五
十
五
年
以
来
毎
年
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
、
貴
重
な
品
を
ご
寄

贈
頂
き
誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
品
は
、
町
内
各
小
・
中
学

校
、
保
育
園
、
公
共
施
設
等
に
配

布
し
、
現
代
の
経
済
社
会
情
況
下

に
あ
っ
て
こ
の
様
な
善
意
の
あ
る

こ
と
を
伝
え
、
大
切
に
使
用
願
っ

て
お
り
ま
す
。

永
年
に
亘
り
礪
祉
行
政
に
対
す

る
ご
助
力
、
ご
厚
志
に
対
し
重
ね

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

江
府
町
長
　
井
上
健
治

2
2
日
励

2
3
日
出

2
4
日
㈱

2
5
日
㈲

2
6
日
㈹

2
7
日
㈱

2
8
日
㈹

29
日
劇

30
日
出

軍
恩
日
野
郡
連
合
会
支
部

総
会
、
江
尾
関
係
部
落
区

長
・
分
館
長
会
議
、
石
破

茂
氏
来
庁

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会在
　
勤

町
母
子
会
総
会

西
部
地
区
同
和
対
策
協
議

会
総
会
、
倉
吉
営
林
署
長
・

江
尾
郵
便
局
長
来
庁

区
長
会
、
分
館
長
会
、
体

育
協
会
総
会
、
第
五
十
五

回
逓
信
記
念
一
日
郵
便
局

長
就
任
、
町
内
弔
問

国
民
年
金
委
員
会
、
議
会

全
体
協
議
会
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
総
会

東
京
出
張

（
全
国
道
路
利
用
者
会
議

総
会
）

建
設
業
協
会
日
野
支
部
総
会

在
　
勤
、
大
山
山
ろ
く
開

拓
事
務
所
長
来
庁

日
野
郡
入
会
総
会

江
尾
テ
レ
ビ
組
合
総
会
、

大
山
山
ろ
く
開
拓
事
務
所

長
来
庁

広
域
林
道
宝
仙
山
線
推
進

協
議
会

明
徳
学
園
入
学
式

西
部
戸
籍
事
務
協
議
会
総

会
、
観
光
連
盟
総
会
講
演

在
　
勤

在
　
勤

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和63年5日31日発行－（14）

奥大山チロルの里

だより
（7）

犀幸町府江

●ロヴハウス

大
平
原
の
自
然
に
マ
ッ
チ

丸
太
材
の
ト
イ
レ
完
成

こ
の
た
び
、
大
平
原
の
甘
酒
茶

屋
に
丸
太
材
を
利
用
し
た
ト
イ
レ

が
完
成
し
ま
し
た
。

お
手
洗
い
、
電
話
ポ
ッ
．
ク
ス
、

バ
ス
停
留
所
を
ど
公
共
便
益
施
設

◆
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
特
徴
（
軽
井
沢
で
）

第216号

「
木
」
の
良
さ
が
再
認
識
さ
れ
、
最
近
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
の
が
原
木
を
使
用
し
て
作
る

丸
木
小
屋
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
　
で
す
。

県
内
で
も
別
荘
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
ど
に
こ
の

建
築
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
府
町

で
も
観
光
地
に
お
け
る
便
益
施
設
・
キ
ャ
ン
プ

場
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
等
に
こ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

林
業
振
興
の
面
か
ら
も
地
元
材
を
原
木
と
し

て
供
給
で
き
る
体
制
も
急
が
を
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。昨

年
度
の
人
材
養
成
事
業
で
は
、
技
術
者
（
ビ

ル
ダ
ー
）
養
成
の
た
め
十
一
名
を
群
馬
県
に
あ

る
ジ
ャ
パ
ン
・
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
ス
ク
ー
ル
軽
井

沢
校
に
派
遣
し
ま
し
た
。

▲テニスコート脇に設置されたトイレ

を
ど
が
た
だ
機
能
を
か
ね
備
え
た

だ
け
の
も
の
で
を
く
、
快
適
を
環

境
や
雰
囲
気
が
楽
し
め
る
も
の
に

改
善
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の
イ
メ
ー
ジ
も
キ
タ
ナ

ィ
、
ク
サ
イ
か
ら
楽
し
く
さ
わ
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
へ
と
変
わ
り
、
工

夫
し
て
作
ら
れ
る
も
の
も
増
え
、

県
内
に
は
ト
イ
レ
日
本
一
に
選
ば

れ
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
丸
太
材
の
ト
イ
レ
も
大
平

原
を
訪
れ
る
み
な
さ
ん
に
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た

木
の
肌
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で

気
持
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と

作
ら
れ
た
も
の
で
、
施
設
は
二
、

八
平
方
㍍
、
事
業
費
は
三
四
九
万

八
千
円
で
す
。

し
尿
処
理
に

設
置
を
増
設

浄
化
設
備
の

負
荷
を
軽
減

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
の
し
尿
処
理
場
に
厚
生
年

金
還
元
融
資
施
設
と
し
て
、
「
細

目
ド
ラ
ム
ス
ク
リ
ー
ン
」
が
増
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
設
備
は
、
誹
諏
つ

り
を
し
て
き
た
、
し
尿
の
中
の
爽

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第216号

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

－
六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
－

昭和63年5月31日発行．報町府江

国
土
の
約
四
分
の
三
が
山
地
で

占
め
ら
れ
て
い
る
我
が
国
で
は
毎

年
全
国
各
地
で
土
石
流
、
地
す
べ

り
、
が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
人
命
と
財
産
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
に

は
長
崎
県
で
、
昭
和
五
十
六
年
七

月
に
は
隣
県
の
島
根
県
で
、
昭
和

六
十
二
年
十
月
に
は
当
鳥
取
県
で

集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
を
土
砂

災
害
が
起
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
は
昭
和
五

十
八
年
度
よ
り
六
月
一
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
の
一
か
月
間
を
三

秒
災
害
防
止
月
間
」
と
し
て
定
め
、

砂
防
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂

災
害
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

ま
す
。あ

を
た
の
家
の
周
囲
は
大
丈
夫

で
す
か
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
恐
ろ

し
い
土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
怠
ら
を
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

避
難
体
制
の
確
立
を

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ふ

だ
ん
か
ら
地
域
住
民
が
災
害
に
対

こんなにある　全国の土砂災害危険個所

土砂災害の発生する恐れは、身近な所にた
くさんあります。わたしたちは、周囲にある
危険な所を知ったうえで、いざというときの
準備をしておくことが大切です。

土石流危険渓流一一一一一70，434渓流
地すべり危険個所一一－10，288個所
急傾斜地崩頓危険個所－77，242個所

消費者被害を未然防止

夜間テレホンサービス

県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
を
目
的
に
、
五
月
一
日
か
ら
夜
間
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
相
談
、
被
害
事
例
、
テ
ス
ト
情
報
、
講
座
案
内

等
を
収
録
し
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
情
報

を
提
供
）

●
日
　
時
　
月
曜
～
金
曜
十
七
時
～
翌
八
時
三
〇
分

土
曜
十
二
時
～
翌
八
時
三
〇
分

●
電
話
番
号
　
米
子
（
〇
八
五
九
）
三
四
⊥
一
六
四
八

す
る
知
識
を
深
め
、
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
場

合
に
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
豪
雨
や
台
風
の
気
象
情
報
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
避
難
場
所

は
ど
こ
か
、
そ
し
て
ど
う
や
っ
て

避
難
す
る
か
と
い
っ
た
防
災
知
識

を
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
つ
け
る
を
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
避
難
体
制
を
つ
く

り
上
げ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
大
切
を

人
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
土
石

流
、
が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
に

対
す
る
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し

よ
ー
つ
。

日念記信逓

町長がle

奪優局長

私h　　　▲増設されたドラムスクリーン

雑
物
（
ス
イ
カ
・
ウ
リ
等
の
種
子

及
び
タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
・
布

・
綿
・
紙
・
ビ
ニ
ー
ル
・
ナ
イ
ロ

ン
・
そ
の
他
）
を
取
り
除
く
た
め

の
新
し
い
設
備
で
、
工
事
費
は
二

千
円
で
し
た
。

ト
イ
レ
の
中
に
は
、
前
記
の
爽

雑
物
を
捨
て
を
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

．▲一⊥〟ft上組

lドl■1．l■＿1’‾・l

／
∴

′

農

号

鮎
＼

＼

▲1日局長として
あいさつする井上町長

四
月
二
十
日
の
逓
信
記
念
日
。

全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
計
画

さ
れ
ま
す
が
、
日
野
郡
で
は
江
府

郵
便
局
で
江
府
町
長
が
一
日
局
長

を
務
め
ま
し
た
。

大
庭
局
長
か
ら
一
日
局
長
の
辞

令
と
タ
ス
キ
を
交
付
さ
れ
た
井
上

町
長
は
、
「
以
前
に
年
賀
状
の
出
発

式
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
決
め
ら
れ
た
時
間
に
家
庭
に

配
達
す
る
た
め
に
、
朝
早
く
か
ら

努
力
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
見
し
て

感
謝
し
ま
し
た
。
現
在
は
機
械
化

が
進
み
、
事
務
も
複
雑
に
な
り
大

変
で
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
に
ま
す
ま
す
努
力
し
て
下

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
大
庭
局
長

の
案
内
で
窓
口
業
務
や
預
金
の
支

払
い
業
務
な
ど
局
内
を
見
て
廻
り
、

職
員
の
み
な
さ
ん
を
激
励
し
ま
し

た
。

ま
た
町
長
は
、
〝
三
事
業
　
出
発

式
や
　
花
の
局
－
中
山
香
－
〃
の

色
紙
を
大
庭
局
長
に
贈
り
、
逓
信

記
念
日
を
祝
い
ま
し
た
。

Soumu
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昭和63年5月31日発行－（柑

国
民
年
金
の

加
入
届
出

異
動
の
と
き
は
届
出
を

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
全

て
加
入
し
、
老
後
だ
け
で
な
く
万

が
一
の
と
き
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

加
入
の
仕
方
は
次
の
三
種
類
に

別
れ
て
い
ま
す
。

〇
第
二
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自

営
業
を
ど
の
人
）

〇
第
二
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
O
L
）

〇
第
三
号
被
保
険
者
（
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
）

本
人
だ
け
で
を
く
配
偶
者
の
就

職
、
転
職
に
よ
り
加
人
種
別
が
変

更
に
な
っ
た
り
、
結
婚
し
て
夫
の

被
扶
養
者
と
を
っ
た
と
き
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
を
場
合
に
届
出
が
必
要

で
す
。届

出
が
遅
く
在
っ
た
り
、
届
出

を
し
な
い
で
い
る
と
将
来
年
金
が

少
を
く
在
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
を

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ら

ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

吋

や

取

や

乳

や

和

し

や

蔓

・

呵

甲

喜

甲

や

取

や

秒

や

乳

や

喜

呼

や

蔓

署

は

1

蔓

取

や

甲

や

甲

や

蔓

蔓

り

甲

等

山

肌

傷

1

江第216号

年金額が変わります

昭
和
六
十
二
年
の

物
価
上
昇
率
が
〇
・

一
ば
と
確
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
年
金
額

が
〇
二
詫
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

額
の
引
上
げ
は
六

十
三
年
四
日
分
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
る
差
額
の

支
払
い
は
、
拠
出
年

金
は
九
月
、
福
祉
年

金
は
八
月
に
行
わ
れ

ま
す
。

現行の年金額と改定後の年金額

年　 金　 の　 名　 称 現　 行 改 定 後

国

10　　 年　　 年　　 金 38 9，400円 389 ．8 00円

5　　 年　　 年　　 金 3 31．500円 331，800円

民 22　　 年　　 年　　 金 5 70，700円 571，200円

年 障　 害　 年　 金 （1 級） 78 3，100円 784，000円

金 障　 害　 年　 金 （2 級） 6 26，500円 627，200円

母　 子　 年　 金 （子 1 人） 8 14 ，400円 815，300円

基
老　 齢　 基　 礎　 年　 金 6 26，500円 627，200円

礎 障 害 基 礎 年 金 （1 線 ） 78 3，100円 784 、000円

年 障 害 基 礎 年 金 （2 級 ） 6 26，500円 627 ．200円

金
遺 族基礎年金 （子 1 人） 8 14，400円 815，300円

福

祉

老 齢 福 祉 年 金

収入 600 万円未満 3 28，800円

2 89，200円

330，000円

289，800円

年

金
収入 600 万円以上　876 万円未満

▼保健婦からひとこと▼

増える乳ガン

自己検診でも早期発見

日
本
で
は
女
性
の
ガ
ン
の
う
ち
、

子
宮
ガ
ン
は
減
る
傾
向
に
あ
る
の

に
、
乳
ガ
ン
は
年
々
増
加
を
続
け

て
い
る
状
態
で
す
。

乳
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

当
町
で
は
昭
和
6
0
年
度
よ
り
、
子

宮
ガ
ン
検
診
と
併
せ
て
、
乳
・
甲

状
腺
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
乳
房
の
自
己
検

診
を
習
慣
化
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
乳
ガ
ン
は
早
期
発
見

す
る
こ
と
も
あ
る
程
度
可
能
だ
か

ら
で
す
。
毎
月
一
回
自
分
で
乳
房

の
し
こ
り
や
異
常
を
し
ら
べ
て
み

る
こ
と
が
よ
い
こ
と
で
す
。

し
こ
り
の
す
べ
て
が
、
ガ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
な
に
か
異
常
が
あ

っ
た
ら
医
療
機
関
で
し
ら
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
乳
ガ
ン

の
場
合
も
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

療
に
よ
り
一
〇
〇
丹
圧
近
く
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
自
己
診
断
法

①
お
風
呂
で

石
け
ん
を
使
う
と
き
、
両
方

の
お
乳
の
上
を
、
す
べ
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
、
し
ら
べ
て
下
さ

い
。
固
い
も
の
が
あ
れ
ば
異
常

で
す
。
両
方
の
わ
き
の
下
も
奥

ま
で
触
っ
て
み
ま
す
。

②
鏡
の
前
で

両
腕
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し

て
、
両
方
の
乳
房
の
形
を
見
く

ら
べ
て
下
さ
い
。
ど
こ
か
に
ひ

っ
こ
み
や
ふ
く
ら
み
が
あ
れ
ば

異
常
で
す
。
乳
房
の
た
だ
れ
も
注

意
し
ま
す
。
こ
れ
が
す
ん
だ
ら
、

両
手
を
腰
に
あ
て
肘
を
前
に
突

き
出
し
て
し
ら
べ
て
下
さ
い
。

③
布
団
の
上
で

枕
を
右
乳
房
の
後
ろ
に
入
れ
、

右
手
は
頭
の
下
に
お
い
て
寝
て

く
だ
さ
い
。
盆
を
拭
く
よ
う
を

気
持
ち
で
乳
首
か
ら
始
め
、
渦

巻
き
を
描
く
よ
う
に
左
手
の
指

先
を
動
か
し
て
固
い
と
こ
ろ
が

を
い
か
探
し
ま
す
。
つ
づ
い
て
、

左
も
同
じ
様
に
し
て
し
ら
べ
て

下
さ
い
。
最
後
に
両
方
の
乳
房

を
つ
ま
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
液
体
が
で
て
く
れ
ば
異
常

で
す
。

こ
れ
で
月
一
回
の
検
査
は
お
わ

り
で
す
。
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人の動き

3月届け

一

あ

パ

∬
己
た
h

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
五
　
澤
田
　
圭
一
大
蔵
三
男

一
旦
　
梅
林
ま
を
み
　
和
文
二
女

報
　
口
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

小
林
　
健
治

中
曽
　
志
保

銅
由
㌍
）

宇
津
宮
　
進

井
上
　
千
草

糾
相
成
む

道
下
　
弘
志

末
次
久
美
子

江
尾

岸
本
町
か
ら

江
尾

米
子
市
か
ら

日
南
町

武
庫
か
ら

米
子
市
か
ら

柿
原

日
南
町

宮
市
か
ら

『
こ
め
い
福
を
祈
り
ま
す

li一小

田旦原

末
次
貞
蔵
　
7
8
歳
宣
隆
宅

井
上
信
雄
8
0
歳
弘
基
宅

岡
田
虎
男
　
7
5
歳
俊
也
宅

半
ノ
上
細
田
貞
男
　
8
1
歳
清
正
宅

新

砂
口
五
郎
　
6
9
歳
康
江
宅

ー
　
　
ご
ざ
い
ま
L
J

三
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

久
　
遠
　
川
上
　
孝
故
　
殿

（
父
良
雄
様
ご
逝
去
）

荒
　
田
　
井
田
　
英
夫
　
殿

（
父
文
夫
様
ご
逝
去
）

実
　
用
　
末
次
　
宣
隆
　
殿

（
父
貞
蔵
様
ご
逝
去
）

一
旦
　
井
上
　
弘
基
　
殿

（
父
信
雄
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

新
　
道
　
藤
川
　
幸
男
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
　
輝
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
　
正
　
殿

〈
ご
本
人
梯
退
院
）

小
・
原
　
谷
口
　
忠
治
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
　
　
最
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
川
崎
　
　
仁
　
殿

〈
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
　
文
二
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
藤
原
　
昌
一
殿

（
ご
本
人
械
退
院
）

佐
　
川
　
奥
田
　
武
司
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
　
万
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
竹
内
　
菊
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
　
節
恵
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
高
津
　
豊
治
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
仲
田
　
千
広
　
殿

（
二
女
美
果
様
退
院
）

本
　
五
　
川
上
　
善
弘
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
遠
藤
　
祥
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
二
月
禾
累
計
額

四
、
八
五
四
、

2
、
三
月
中
寄
託

三
一
三

内
　
訳

香
典
返
し

内
　
　
祝

3
、
支
出
額

五
、
〇
〇
七

内

〇
七
三
円

額〇
〇
〇
円

七
五
、
〇
〇
〇
円

二
三
八
、
〇
〇
〇
円

、
〇
五
〇
円

訳

基
金
積
立
　
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

一
船
会
計
繰
出
（
利
息
分
）

七
、
〇
五
〇
円

4
．
、
三
月
末
累
計
額

一
六
〇
、
〇
二
三
円

遭
讐
－
ロ
メ
モ

ー
㈹
事
前
運
動
1

選
挙
運
動
は
、
立
候
補
の
届
出

が
あ
っ
た
日
か
ら
で
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
前
に
選
挙
運

動
を
行
う
と
事
前
運
動
と
な
り
ま

す
。「

選
挙
運
動
」
の
定
義
は
、
「
特

定
の
選
挙
に
お
い
て
、
特
定
の
候

補
者
を
当
選
さ
せ
る
た
め
に
選
挙

人
に
働
き
か
け
る
行
為
」
で
す
。

事
前
運
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
は
、
選
挙
運
動
の
開
始
の
時
期

を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各

候
補
者
の
選
挙
運
動
の
ス
タ
ー
ト

を
で
き
る
だ
け
同
時
に
行
う
こ
と

に
よ
り
無
用
の
競
争
を
避
け
る
と

こ
ろ
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

事
前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
る

の
は
、
立
候
補
の
届
出
前
に
お
け

る
い
っ
さ
い
の
選
挙
運
動
で
あ
っ

て
、
買
収
や
戸
別
訪
問
の
よ
う
を

選
挙
運
動
期
間
中
も
禁
止
さ
れ
る

行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
々

面
接
と
か
電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

の
よ
う
を
期
間
中
で
あ
れ
ば
で
き

る
行
為
で
も
、
こ
れ
を
届
出
前
に

行
え
ば
事
前
運
動
と
在
り
ま
す
。膿東京法規出版発行ミ健康なるほどクイズよりミ
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人の動き

4月届け

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

下
安
井
宮
本
　
佑
衣

下
蚊
屋
小
椋
　
貴
志

池
の
内
藤
原
　
和
也

誠
司
長
女

和
美
長
男

賢
司
長
男

足
立
　
宏
也

船
越
美
由
紀

妹
尾
　
　
誠

加
藤
　
恵
子

林
　
　
信
彦

藤
　
　
尚
子

森
井
　
　
正

景
山
眞
奈
美

安
井
幸
三
郎

村
木
富
美
枝

）））））

境
港
市

俣
野
か
ら

島
根
県
松
江
市

江
尾
か
ら

京
都
市
左
京
区

俣
野
か
ら

米
子
市

宮
市
か
ら

大
河
原

埼
玉
県
人
間
郡
か
ら

報Tm
P府江

武
　
嘩
宇
田
川
裕
介
俊
宏
二
男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

∴
∴
二

井
上
　
正
生

小
林
　
利
子

八
幡
　
久
和

川
上
　
敦
美

米
子
市
か
ら

江
尾

大
河
原

米
子
市
か
ら

西
伯
郡
岸
本
町

美
用
か
ら

1
ノ

人口と世帯
（3月31日屈）

総人口　4，772人
男　　2，299人
女　　2．473人

世帯数1，224世帯

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

池
の
内
加
藤
明
徳
　
5
0
歳
光
喜
宅

洲
河
崎
影
山
一
7
5
歳
正
昭
宅

尾
上
原
竹
茂
房
子
8
8
歳
速
水
宅

洲
河
崎
佐
々
木
智
恵
子
8
7
歳
傾
宅

一
あ
轟
冒
し
た
鵬

四
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

池
ノ
内
　
加
藤
　
光
喜
　
殿

（
長
男
明
徳
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
　
幡
　
殿

（
母
智
恵
子
様
ご
逝
去
）

半
ノ
上
　
細
田
　
清
正
　
殿

（
父
貞
男
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

御
　
机
　
小
椋
　
　
萱
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
川
上
　
雄
右
　
殿

（
二
女
陽
子
様
退
院
）

㊧

御
　
机
　
伊
達
　
　
勇
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
加
藤
　
房
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
利
春
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
　
　
智
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
西
田
　
富
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
　
原
　
川
上
　
賢
佑
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

乗
　
尾
　
末
次
　
由
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
小
川
　
　
満
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
附

竹
ぼ
う
き
　
五
〇
本

加
藤
満
寿
幸
　
　
　
殿

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

★
や
せ
よ
う
と
し
て
い
る
人
に
多
い
誤

解
で
す
。
た
と
え
ば
、
テ
ニ
ス
を
毎
日
3
0

分
、
へ
と
へ
と
に
な
る
ぐ
ら
い
が
ん
ば

っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
川
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
プ
レ
ー
後
に
飲

み
も
の
と
小
さ
な
ケ
ー
キ
で
も
つ
ま
め

ば
、
も
と
の
も
く
あ
み
で
す
。
つ
ま
り
、

運
動
だ
け
で
や
せ
よ
う
と
し
て
も
む
ず

か
し
い
の
で
す
。
や
せ
る
た
め
に
は
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
運
動
）
を
ふ
や
す
と
と

も
に
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
食
事
）
を
抑

え
て
こ
そ
可
能
で
す
。

★
日
本
人
の
ビ
タ
ミ
ン
C
の
所
要
圭
は
1

日
50
咽
。
こ
れ
は
お
よ
そ
レ
モ
ン
1
個

分
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
量
に
相
当
し

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
タ
バ
コ
1
本
で

消
耗
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
は
2
5
咽
。
2

本
吸
え
ば
1
日
の
所
要
量
は
煙
と
消
え

て
し
ま
う
勘
定
。
こ
れ
は
タ
バ
コ
の
ニ

コ
チ
ン
酸
や
一
酸
化
炭
素
が
ビ
タ
ミ
ン

C
を
奪
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
タ
バ

コ
を
吸
う
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
C
を
た
っ

ぷ
り
と
る
－

な
か
に
は
そ
ん
な
決
意
を
さ
れ
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ビ

タ
ミ
ン
C
の
摂
取
に
は
お
の
ず
と
限
度

が
。
禁
煙
に
ま
さ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
補
給

法
は
な
い
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
三
月
末
累
計
額

一
六
〇
、
〇
二
三
円

2
、
四
月
中
寄
託
額

一
八
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
七
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額

を

　

し

4
、
四
月
末
累
計
額

三
四
〇
、
〇
二
三
円

①決められた時軸外に食事はとらない（1

恩帯恕警芸篭りとる（20－恥）
④よくかんで食べる（ひとロ20馳上かむ）

雷琴芸鞭㌍認諾志執念∴竺甲声読みながらなど、■－■■1°q‥町q■匂【がらなど）

認諾差違吉詔霊獣競立にし＿字い・、

霧鮭崇
十‥∴十∴・∴二・二＿・、ませんか。

㊧
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